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、、

第
二
次
大
戦
後
、
西
ド
イ
ツ
資
本
主
義
は
、
社
塗
義
対
資
本
主
義
.の
直
接
的
か
つ
尖
鋭
な
対
立
•
抗

争

の

下

に

、

そ
の
I

I
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I
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I
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し
て
、
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さ
れ
S

大
な
過
剰
人
口
、
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な

わ

ち

、

第
三
帝
国
の
崩
壊
に
.よ

る

旧

支

配

領

土

よ
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難
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と

ソ
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よ
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と
軍
I
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中
軸
と
す
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経
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f

機
I

止
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よ
っ
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—
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と

し
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方

資

本
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に

お

ぃ

て
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ア
メ
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カ
占
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軍
権
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に
支
え
ら
れ
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本
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賃
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ベ
I

本

義

め
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組
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も
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で
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財
閥
解
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編
成
過
程
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い
て
、

ア
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リ
カ
独
占
資
本
の
流
入
と
簾
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得
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が
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復
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ト
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経
済
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_
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；も
な
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経
済
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生
産
軌
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馨
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糧
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除
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生
産
の
自
由
市
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へ
の
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に
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っ

て

簾

さ

れ
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ニ 

ニ
四
一
四)

相
対
的
低
位
の
決
定
が
計
ら
..れ
る
。

ー
 

'九
五
〇
年
.ー
一
一
月
に
牛
乳
：
•
乳
製
品
等
を
除
き
、
殆
ど
の
食
糧
品
は
統
制
を
解
除
さ
れ
る
が
、
こ
の
間 

に
、
資
本
蓄
積
を
促
進
す
る
特
別
減
I®
-償
却
を
含
む
租
税
政
策
の
援
用
は
、
.
.農M

産
物
価
格
不
均
衡
を
拡
大
し
、
特
に
一
.九
五
〇
年
の
朝
鮮
戦
争 

を
契
機
と
す
る
西
ド
イ
ツ
独
占
資
本
の
重
工
業
を
中
心
と
ず
る
資
本
蓄
積
過
程
"

「

経
済
の
.奇
蹟」

.に
お
い
て
、
こ
：の
木
均
衡
を
更
に
拡
大
し
、
 

不
均
衡
是
正
要
求
を
農
民
の
主
運
動
目
標
に
設
定
さ
せ
る
ど
と
に
な
I
。
し
か
し
、
独
占
資
本
の
要
求
の
も
と
に
、
農
産
物
価
格
の
低
位
均
衡
を 

目

指

す「

農
業
法」

'
.の

1
九
五
.五

年

の

成

立

と

し

，て
結
果
す
る

..に
と
ど
ま
る
。
'

I

九
五
五
年
、
，国
内
の
強
い
‘：反
対
を
押
し
切
っ
て
の
.。ハ
リ
協
定
の
発
効
に
ょ
る
西
ド
イ
ツ
再
軍
備
の
公
然
化
、.

翌
五
六
年
七
月
の
志
願
制
ょ
り 

徴
兵
制
へ
の
切
り
換
え
、
.お
：ょ
び
.同
年
：八
月
の
共
産
党
禁
止
ょ
り
核
兵
器
の
持
込
み
に
示
さ
れ
る
資
本
蓄
擞
の
進
展
=
経
済
の
軍
.事
化
は
、

一
九 

五
七•

八
年
の
過
剰
生
産
後
、
軍
事
産
業
を
経
済
再
生
産
過
程
の
重
要
な
一
環
に
組
み
込
ん
で
ゆ
く
一 

方
E

E

C
の
成
立
を
促
し
た
の
で
あ
る
。

か
か
る
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
独
占
資
本
の
価
値
増
殖
•
実
現
運
動
の
も
と
に
お
い
て
、
西
ド
イ
ツ
農
業
は
、
そ
の
生
産
力
の
増
大
、
生 

産
の
社
会
化•

専
門
化
を
促
進
さ
れ
て
き
た
。
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
土
地
改
革
•
農
業
集
団
化
に
対
抗
す
る「

自
立
的
家
族
経
営」

の
育
成
政
策 

に
色
彩
ら
れ
た
生
産
力
増
大
、
生
産
の
社
会
化
•
専
門
化
過
程
は
.、

「

農
工
間
所
得
格
差」

の
相
対
的
固
定
化
と
し
て
結
果
せ
ざ
る
を
得
ず
、
広 

汎

な

「

自
立
的
家
族
経
営」

の
解
体
と
、
こ
れ
ま
で
一
部
あ
る
い
は
大
半
を
履
傭
労
働
力
に
拠
っ
て
い
た
富
農
経
営
の
機
械
化
家
族
経
営
へ
の
転 

化
と
、
資
本
家
的
農
業
経
営
の
雇
傭
労
働
力
削
減
の
資
本
集
約
的「
高
度
機
械
化」

資
本
家
的
経
営
へ
の
転
化
の
形
態
を
以
て
農
民
層
を
分
解
し 

て
い
る
。

本
稿
は
か
か
る
農
民
層
分
解
形
態
を
規
定
す
る
戦
後
西
ド
イ
ツ
農
業
構
造
の
分
析
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
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営
業
的
農
業
的
財
生
産
の
本
質
的
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を
な
す
主
要
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糧
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原
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の
価
格
、
な
ら
び
に
家
賃
•
運
賃
は
尚
局
の
定
め
る
と
こ
ろ
と
す
る
。」Leits
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肓
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‘ 
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ニ

.
戦
彳
西
イ
ソ
で
は
東
ト
イ
ツ
に
お
け
る
大
土
地
所
有
の
無
償
没
収
5

る

土

地
改
革
と
西
ド
イ
ツ
農
業
霧
者
•
貧
農
を
主
体
と
す
る
土 

地
要
求
.の
中
に
あ
っ
て
、「

農
地
改
革」

が

一
.

九

四

六

年〜

一

九

四

八

年

に

英

米

仏

占

渠

鹰

に

よ

.っ

て

占

領

地

域

毎

に

指

令

さ

!

^

し
か 

し
、
そ
れ
は
I

収
で
、
極
め
て
土
地
所
u

s

利
な
改
1

2

っ
た
。
し
か
も
実
施
過
程
i

る
各
州
讓
会
を
通
じ
て
の
土
地
f

 

-
-の

男

と

、
I

会
Q

I

タ

に

よ

り

、
殆
ど
成
果
I

ぬ
う
ち
に 

一
I

I

年
西
ド
イ
ツ
囊
に
違
反
す
る
と
い
’う

判
決
を
以
n

終 

畜

ち

_

鑑

上

に

な

ん

ら

化

t

た
.
t

な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
#

爵

ド

イ

ツ

_

は
、
ほ
ぼ
戦
前
■

ド
イ
ツ
農
業 

L

の
.

I

上
i

l

蓮

を

_

と
す
る
農
I

働
力
を
受
け
入
れ
I

豪

：行
な
わ
れ
た
が
、

I

 
一o

年
、
そ
れ
は
一
つ
I

I

 

.
ィ

ー

を

遂

げ

て

き

て

し

る
.以

下

経

営

襲

構

造
i

地
所
有
構
造
む
戦

後

に

お
け
る
変
化
を
先
ず
,

し
よ
う
。

' .
一
 

九
四
九
年
の
戦
後
初
I

.

ド
イ
ツ
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
農
用
地
規
模
別
農
業
経
営
体
数
の
八
〇
％
が
.
一'
〇

へ
ク
タ—

ル
以
下
の
経
営
. 

零

、.
.

1
o

〜

ニ
5

ク
タ
，
ル
の
経
営
は
一
三
％
、
二o

〜

五
〇

へ
ク
タ—

ル
経
営
、
五

•
：<

%
、
.五
〇
.
へ
ク
タ
I

ル
以
上
経
営
、

0
 
•
八

で\

の
棉
玫
で
あ
.っ
た
そ
れ
は
一
九
六
六
年
に
お
いV

次.
Q

よ
名
変
化
を
各
階
層
ご
と
に
示
し
て
.い
る
，

'

蛾
後
西
ド
イ
ツ
農
業
構
造
の
一
分
析

.

三

.

(
一

四r

五)



を
超
す
減
少
率
を
示
し
て
い
る
。

.

'

' 

.

⑷ 

一
？

ニ
〇

へ
ク
タ
-
ル
層
。

一
九
二
五
年
以
降
、
増
加
傾
向
を
示
し
て
き
た
こ
の
層
は
、
.戦

後

、
特

に

五

五

〜
六
〇

年

に

，
,
九，
|

f

を
と
げ
、
s

f

で
、
な
お
わ
ず
か
増
加
を
続
け
て
き
た
が
、
,六
四
年
以
降
減
少
に
転
じ
、
產
年
に
比
し
六
六
年
は
一
T
 
一

％
減
少
し 

て
き
て
い
る
こ
と
は
注
目
を
要
す
る
。

⑶
.
ニ
〇〜

一
〇
〇
へ
ク
タ
丨
ル
層
。
戦
前
に
は
、
停
滞
、
或
は
減
少
傾
向
を
と
.っ
て
い
た
こ
の
層
は
、
.戦
後
、
増
加
に
転
じ
、
特
に
ニ
〇〜

 

五
〇

へ
ク
タ
ー
ル
層
は
五
五
年
以
降
加
速
的
に
そ
の
増
加
率
を
高
め
て
き
て
.い
る
。

3

1
〇
〇
へ
ク
タ
丨
ル
以
上
層
。
戦
前
よ
り
、
戦
後
、

一
九
S

年
ま
で
一
貫
し
た
.減
少
傾
向
は
、
丄
ハ
〇
年
以
降
、
六
四
'年
ま
で
I

停
滞 

し
、
六
五
年
、.
六
六
年
に
は
増
加
に
転
じ
て
き
て
い
る
。
 

パ

.

，
以

上

の

農

用

地

義

階

層

の

動

き

は

、

六

四

年

を

中

心

に

一

つ

..の

新

た

な

傾

向

を

提

示

し

て

き
て
い
る
と
い
え
る
。
農
業
法
制
定
の
時
I

 

3广

丨

一

◦
句

f

 i

〇

へ
ク
タ
I
ル
層
の
減
少
の
加
速
化
、

一
〇
丄
一
〇

へ
ク
タ~

ル
層
の
増
加
傾
向
か
ら
減
少
傾
向
へ
の
転
L
、
ニ
〇〜

 

S

へ
ク
タ
丨
ル
層
の
増
加
の
加
速
化
‘、
五
〇

へ
ク
タ
丨
ル
以
上
層
の
増
加
傾
向
の
顕
在
化
と
い
う
動
き
は
、

「

中

農

標
準
化」

「

中
農
把
大
化」 

'を

證

的

に

も

I

す
る
。
総
じ
て
四
九
年
以
降
六
六
年
ま
で
に
約
四
分
の
一
強
の
経
営
が
農
業
よ
り
脱
落
し
た
.。

一
九

五

晕

以

降
年

平

1
 

少

率

ニ

％

は
.：

ま

さ

に

戦

後

西

ド

ィ

ッ

農

業

の

構

造

変

化

の

指

標

で

あ
る
。
 

.

.

.

以
上
の
農
用
地
規
模
階
層
の
変
化
は
、
階
層
別
驚
用
地
面
積
の
変
化
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
g

変
化
は
、
ほ
ぼ
前
者
に
即
し
た
動
き
を
示

ナ
農
用
地
の
農
外
転
用
等
に
出
る
四
九
年
以
降
六
六
年
ま
で
の
絶
対
的
減
少
約
六
〇
万

へ
ク
久
丨
ル
を
除
け
ば
、
主
と
し
て
.
一
〇

へ
ク
タ
丨
レ

以
下
の
経
営
か
ら
.手

離

さ

れ

て

ゆ

く

農

用

地

は

'
総

体

と

し
て
み
.れ
ば
、

一
〇〜

一
〇

〇

へ
.
ク

タ丨

ル
膚
擧
に
移
る
と
い
う
形
で
土
地
集
積〗

'

、
.

r

五
へ
ク

タ

ノ
以
下
層
で
は
農
用
地
減
少
率
が
経
営
数
減
少
率
よ
り
高
く
.、
従
っ
て

一経
営

当

り

農

用
地
面
積
の

縮

小

傾

向

、
す
な
わ
ぢ
.、
経

営

綴

を

縮

小

さ

せ

つ

つ

な

I

業
に
と
ど
ま
る
傾
向
を
示
す
の
に
対
し
、
.五〜

ニ
〇

へ
ク

タ

丨

ル

層

は

近

年

の

農
 

戦
後
西
ド
ィ
ッ
農
業
構
造
の
一
分
析

五

(

一
®
.一
七)

表 1 . 農 用 地 規 模 別 農 業 経 営 数 ( 単 位 1,000)------— _̂_______ ■ ■ ‘：. .  :パ . ノ
、、、、農用地規模 

次

ha
0 .5 〜 2

ha
2〜 5

---- — _. ha
5〜10

ha 
10 〜 20

ha
2 0 -5 0

ha
50-100 lOOha

以上 計

年1949
1960
1961
1962
1963 

’ 1964

602,6
468.0
457.0
446.8 
419,6
403.8

555.1 
388,7 
384,0 
379,5 
354,9
343.2

404.5
343.8
336.6
323.9
319.7 
308.1

256,9
287,0
289,5
293.2
297.3 
295.8

112,7_
122.3
123.8 
124,6
126.4
129.9

12.7
13.8 
13,5 
13,3
14.2
14.3

3,1
2:7
2,7
2:6
2,6
2.6

1947.6 
1626,3 
1607,1 
1583,9
1534.7
1497.7

1965
1966

393,1
386,4

321.9
309.9

292.4
281.4

292,1
290,9

135.0
138.0

14,4  
14; 5

2,7
2?8

1451,6 
1423,9

1949
1960
1961
1962
1963
1964
1965
1966

%30.9
28.8
28.4  
28,2
27.4
27.0
27.1
27.1

%28.5
23.9
23.9
24.0
23.1
22.9
22.2  
21.8

%20.8
21 .1
20.9
20.4
20.8
20.6
20.1
19.8

%13.2
It 7

18.0
18.5
19.4 
19.7 
20.1
20.4

%  5. 8
7.5
7.7  
7.9  
8.2
8.7  
9.3
9.7

%0.6
0.8
0.9
0.8
0. 9
0, 9
1.0

0.2

0.2  
0.2  
0.2  
0,2  
0.2  
0 .2

- %  100.0
100. 0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0
100.0

1949/1960
1960/1966

%- 2 2 . 3  
—16. 5

%—30. 0 
- 1 9 . 9

%—15.0 
- 1 8 . 0

%,+  11.7 
十 1.5

%+  8.5  
+ 1 3 .1

%+  8.7  
+  5? 9

%- 1 2 . 9  
- 4 -  7

—……%  - 1 6 . 5

資 料 .1949 年，1960 年，1押2 年〜 1964 年は nStatistisches Jahrbuch iiber Ernahi*ungi Landwirtschaffc 
und Forsten 1964•ゾによる。

1961年 は "Griin白r Bericht und Gruner plan 1963" 1965 年，1966 年 は "Gfrtinen Bericht und 
Griiner plan 1967“による  0

.
⑴
.
ニ
へ
ク
タ
ー
ル
以
下
層
。
戦
後
一
貫
し
て 

'そ
め
数
を
減
じ
、

一
九
四
九
年
ょ
り
一
九
五
五
年 

..ま
で
の
減
少
率
八• 

一
 

％
が
そ
れ
以
降
の
五
五
年 

丨
六
〇
年
、
六
〇
年〜

六
五
年
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一 

五

*
五
％
、.

一
 

六

•
一
 

ー％
に
倍
増
し
、
没
落
が
激 

し
ぃ
。

.

•
£
s
.
.1.1.

.リ
五
'，へ
'ク
タ
1

ル
階
層
。
.
'ニ
へ
.ク
タ
1
 

'ル
'以
下
：の
.
階

層

と

.
ほ

ぼ

同

様

の

減

少

傾

向

を

示
す 

が
、
そ
れ
が
一
段
と
急
テ
ン
ポ
で
あ
り
、

一
九
六 

六
年
ま
で
に
.四
.四

.
二 
％
減
少
し
て

い

る

。
'.特

に
 

五
五
年〜

六
〇
年
の
減
少
は
ニ
〇
％
に
達
し
て
い 

た

が

六

〇
4
|

六
五
年
に
は
や
や
減
少
速
度
が 

減
じ
て
き

て

い

る

。

⑶

五〜

ー
〇
へ
ク
タ
ー
ル
層
は
、
戦
前
に
お 

.I
'
て

は

一
員
し
て
-i
t

in
M

向
を
示
し
て
き
た
階
層

(

注
4)

で
あ
り
、「

小
農」

の
中
核
を
形
成
し
て
い
た
が
、

. 

戦
後
減
少
に
転
じ
、
減
少
速
度
は
年
を
追
っ
て
加 

速
：̂
さ
れ
、
特
に
一
九
六
〇
年
以
降
は
年
率
三
％

四

(

一
四
一
六)



表 3 . 経営規模別由小作別経営数および而稂の1 949年に対するi9 6 0年の変化

(1949 年=  100)
〜 〜 ^ 规 模

ha
0 .5 〜 2 2〜广 5 〜 10

hn 
10 〜 20

ha
20 〜 50

ha
50 〜 100

lia 
100〜 計

経 営 体 数 。/。 - 1 7 . 6 - 2 6 . 8 - 1 6 . 5 +  8.2 +  5.8 一 1.6 - 8 . 1 - 1 4 . 1
総 経 営 而 m % — 18, 2 - 2 6 . 7 — 15.0 +  9.2 +  4 .8 一 1 .8 一 5. 3 - 3 . 6l；I 作 経 営 数 ％ —13.8 —25.9 一17.1 +  5.8 +  1.9 - 4 . 5 - 7 . 6 —13 5
自 作 地 而 稍 。/。 — 5 7 — 23. 6 一18. 6 +  0.5 — 2.5 - 6 . 5 - 4 . 8 - 6 . 4
自小作経営数％ -4 7 .  2 - 3 6 . 2 - 1 1 . 3 +  35.3 + 4 6 .6 +  29.0 - 5 . 6 - 2 0 . 7
総 小 作 而 稍 ％ -4 7 .  0 —33. 9 +  0 .3 +  61.9 +  73.0 + 4 1 .6 - 1 7 . 7 +  17.3
純 小 作 .経 営 。/。 一 55.0 - 4 2 . 0 一 2. 0 + 6 8 .0 + 8 2 .0 + 4 2 .0 一15.0 - 2 5 . 0
资 料 1 ) Statistisches Bundesamt, Landwirtschaftszahlung vom 3 1 .Mai I960. Fachsei•卜

B * H eft 3. Besitzverhaltnisse in den land -und forstwirtschaftlichen Betrieben 
S . 15. •

2) 小 作 経 営 に つ い て は  E. E. L ipinsky ”Die Bedeutung der Landpacht in der 
Bundesrepublik Deutschland im Spiegel der S ta t is t ik “ im „ Bericht iiber Land- 
w irtschaft<, Neue Folge 1965. H eft 2. S. 3 0 6 . に よ る 。

奉 4• 農 用地規 模 別启小作経 営 （i9 6 0 年）

農̂
経営体総数 

(= 1 0 0 )
自作経営 

%
自小作経営 

%

純 小 作
経 営  

%

総農用地屮に 
占める小作地 
の 割 合 .

0 .0 1 へ 2ha 503,651 6 3 .7 3 1 .4 4 .9 23 .52 〜 5ha
へ •• - i 362, 997 3 7 .5 5 8 .4 4 .1 25. 95 〜 7. 5ha ' 186, 597 3 0 .2 6 5 .6 4 .2 2 5 .37. 5 ~  10ha 139, 601 2 9 .1 6 6 .4 4 .5 25 .2

10〜 15】m 182,380 3 3 .9 6 0 .5 5 .6 2 3 .7: 1 5 ~  20ha 96,170 4 2 .8 5 0 .1 7 .1 2 1 .7
20〜 30ha 77, 987 5 1 .0 3 9 .6 9 .4 20 .93 0〜 5 0 _ 42,358 5 4 .8 32. 8 12 .4 22.15 0〜 lOOha 13, 478 49. 4 3 5 .5 15.1 2 6 .8100〜 ゎ ネ 2,582 3 9 .2 4 0 .3 2 0 .5 35 .1
計 1，607,801 4 5 .1 49. 6 5 .3 23. 9

戦
後
西
ド
イ
ツ
農
業
構
造
の
一
分
析

も
に
減
少
し
て
い
る
が
、

_ 

.特
に
小
作
地
の
減
少
率
が 

ニ

.
へ

ク

タ

ー

ル

以

下

層

で
 

.

は
四
七
％
、
ニ〜

五
へ
ク 

タ
ー
ル
層
で
は
三
四
％
と 

大
幅
で
あ
り
、
ま
た
こ
の 

層
の
自
作
地
も
約
三
一
万 

へ
ク
タ
ー
ル
、

ニ
三
.
•
六 

%

の
減
少
を
示
し
、
ニ
へ 

.
ク
.タ
I
.ル
.以
下
の
自
作
地 

.
減
少
率
五
•
七
％
と
対
称 

的
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、

ニ
へ
ク
タ
ー
ル
以
下
層
で 

4

は
小
作
地
割
合
四
九
年
の 

) s
.
ニ
九
に
対
し
一
九
％
に 

j
i

■低
下
し
、
' 

ニ〜

五
へ
ク
タ 

料
丨
ル
層

も

ニ
♦
六
％
低
下 

し
て
い
る
。

七

a

四
一
九)

表 2 . 農 用 地 規 模 階 層 別 農 用 地 而 積 （準位 l ，000ha)
農川地規模

年
次

ha
0 . 5 - 2

1 — ha
2 ~ 5 5 〜 10

he
1 0 -2 0

ha
20 〜 50

he
50-10C 100ha : 以上： 計

年1949 655 1838 2864 3549 3252 824 563 135451960 503 1295 2489 3998 3513 892 469 131591961 490 1275 2437 4033 3558 874 466 131331962 473 1255 2360 4107 3581 869 458 131031963 444 1175 2323 4150 3622 916 445 130751964 429 1141 2244 4145 3715 924 438 130361965 419 1071 2124 4123 3844 929 468 129801966 412 1032 2049 4122 3923 935 470 12943
1949 %4.8 %13.6 %21.1 %  26. 2 %24.0 %6.1 %4,2 %100.01960
1961

3. 9 
3.7

9.8
9.7

18.9
18.6

30.4
30.7

26.7
27.1

6.8
6,7

3.5
3.5

100.0
100.01962 3.6 9.6 18.0 31.4 27.3 6 .6 3.5 100.01963 3.4 9.0 17.8 31.7 27.7 7,0 3.4 100.01964 3.3 8.7 17.2 31.8 28.5 7.1 3.4 100.01965 3.2 8.2 16.4 31.8 29.6 7.2 3.6 100.01966 3.2 8.0 15.8 31.9 30.3 7.2 3.6 100.0

1949/60 %- 2 3 . 4 %—29.5 %- 1 3 . 1 %
十12. 7 %  +  8.0 %+  7.8 %

-17.1
%

~  2 .960/66 一17. 2 —20.0 - 1 7 , 5 +  3.3 4-11.9 +  5.7 +  4 .4 - 1 . 2
資 料 表 1 に同じ。

六

(

一g

一
 

八)

用
地
、
経
営
数
の
減
少
に
お
い
て
も
、

一
経
営
体
当
り
農
用 

地
面
積
の
増
大
傾
向
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
、
各 

階
層
の
廣
低
規
模
層
が
脱
落
す
る
か
、，
あ
る
い
は
、
こ
の
階 

層
に
お
け
る
経
営
規
模
拡
大
を
志
向
す
る
経
営
の
存
在
を
意 

味
す
る
も
の
と
い
え
よ
ぅ
。

農
用
地
規
模
階
層
の
変
化
、
土
地
集
積
の
進
行
が
い
か
な 

■る
土
地
移
»
に
.よ

0
，て
、'

.

.
す

な

わ

ち

、

土
地
所
有
構
造
の
変 

■
化
.に
基
く
も
の
で
あ
る
か
を
全
面
的
に
明
ら
か
に
し
ぅ
る
资

(

注
5

料
を
欠
く
が
、

一
九
四
九
年
.
•
六
〇
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
り
そ 

の
一
端
は
知
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

一
九
四
九
年
よ
り 

六
〇
年
ま
で
に
借
地
面
積
は
四
六
万
へ
ク
ター

ル
、

一
七
. 

三
％
増
加
し
、総
経
営
地(

林
地
を
含
办)

：.に
対
す
る
割
合
は
、
 

'四
九
年
の 

一
二
.1

%

か
ら
一
四
•
七
％

へ
と
、
戦
前
に
比 

し
て
顕
著
な
高
ま
り
を
み
せ
、
若
し
小
作
が
専
ら
農
用
地
で

-

» 
ノ
 

(

注
7)

行
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
割
合
は
四
九
年
の
一
九
•
七
％ 

に
対
し
六
〇
年
で
は
ニ
四
■
%
に
達
す
る
。
各
階
層
の
動
き
は 

次
の
如
く
で
あ
る
。
.

⑴

経
営
階
層
五
へ
ク
タ
ー
ル
以
下
。自
作
地
、小
作
池
と



表 5 . 農州地規模別|；|作 . 小作経営体数割合( i9 6 0年)
、、、 農用地規模 

r i 作地率〜ヘ ^
ha

0 〜 2
lia

2〜 5
ha

5 - 1 0 ' 1 0 -2 0
ha

20 〜 50
ha

50-100
1 ha 

100〜 計

卑 ら 出 作 63.7 37.5 29.7 37.0 52.2 49.5 39.3 45.3
hi
作 

地 

碎《

80 -1 0 0  
6 0 -  80 
40〜 60 
20 ~  40 

0 .1 〜 20

7.5
8.2
6.1
4.7
4.9

21.2
16.7
10.3
5.9
4.3

30.2
18.4

4.8
3.1

28.6
14.6

3.8  
2. 5

22.0
7.5
3.8
2.0
2.0

21.3
5.8
3.1
1.7
3.5

22.8 
6.0  
3.5
2.4
5.5

20,1 
13. 2

4.6
3 . 8；

専 ら 小 作 経 営 4.9 4.1 4.4 • 6.1 10.5 15.1 20.5 5.3
計 100.0 100,0 100-0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

小作地而積の経営 
而稹に対する割合 18.9 23. 0 23.1 20.7 15,8 14. 2 ノノん..

3. 5 14:7
資 料 表 3 1 ) S. 35〜 36

(2
)

五〜

.
1〇
へ
ク
タ
ー
ル
経
営
層
で
は
、
自
作
地
四
三
万
ベ
タ
...
タ
ー
ル
、

一
八
.

六
％
の
減
少
に
対
し
、
小
作
地
は
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
を
ど
げ
.て
：い
.る
。
小
，作
地
割
合

.. 

-
. 

.

.

. 

 ̂

.

.:
,■ば
、
こ
れ
に
よ
.っ
て
四
九
年
の
一
六
%
か
ら
六
〇
年
の
ニ11 
一％
ベ
.と
高
ま
っ
て
.い
る
。

:

(3
)

一'〇〜

ー一〇

へ
.ク
タ
I
ル
経
営
層
は
、
.自
作
地
を
若
！

f

で
.も
増
加
さ
せ
た
唯
一 

.
の
階
層
で
あ
り
、.

又
、
小
作
地
も
三
四
万
へ
ク
タ
ー
ル
、
六
. 一
ー
％
増

加

：し

、

：

小

作
地

割 

合
は
一
四
％
:が
ら
ニ
〇

'
七
％

へ
と
上
昇
す
る
。
.

:

⑷

.：

一
ー
〇〜

五
〇
へ
.ク
>

丨
ル
経
.常
層
。：.自
作
地
一
〇
万
五
千
へ
ク
タ
ー
ル
、
Y

T 

五
%
の
減
少
を
大
幅
に
上
回
る
小
作
地
の
三
三
万
一
千
べ
ク
タ
，丨
ル
、

^b
H

%
の
増

 ̂

に
よ
り
、
総
経
営
面
積
の
増
加
が
も
た
ら
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
小
作
地
割
合
は
、
六
... 

三
；％

増
加
し.、
六
〇
年
に
は
一
五
.，
八
%
と
な
っ
て
い
る
。

.
⑶

五
〇〜

一
〇
〇
へ
ク
タ
ー
ル
.層
で
は
自
作
地
の
減
少
而
積
よ
り
小
作
地
増
加
而 

「

積
が
下
ま
わ
り
、
総
経
営
面
積
は
若
汗
減
少
す
る
が
、
小
作
地
割
合
は
九
•

八
％
か
ら 

一
.四

•
ニ 
％
に
増
加
す
る
。

一
〇
〇
へ
>

タ
ー
ル
以
上
層
で
は
自
作
地
-
小
作
地
と
も 

に
減
少
し
、
小
作
地
割
合
も
低
下
し
て
い
る
。

.

総
じ
て
、
五
へ
ク
タ
ー
ル
以
下
層
で
は
、
小
作
地
を
も
つ
経
営
と
小
作
地
の
減
少
が 

自
作
経
営
•
自
作
地
の
減
少
を
上
ま
わ
り
、
特
に
純
小
作
経
営
の
減
少
、が
最
も
激
し 

く
、
小
作
地
を
先
ず
減
少
さ
せ
な
が
ら
経
営
規
模
の
縮
小
、
脱
農
化
が
進
行
^
:於
。
農 

用
地
規
模
階
層
の
変
動
に
示
さ
れ
る 

一0
〜

ー
〇
〇
へ
ク
タ
ー
ル
層
の
増
加
も
、
専
ら

小
作
地
を
も
つ
経
営
の
増
加
.に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
議
さ
れ
る
。
す
な
.わ
ち
、
こ
の
層
の
自
作
地
の
微
弱
な
増
加
、
あ

る

、
 

は
減
少
、
従
っ
て
S

経
I

の
僅
か
I

加
S

す
る
小
作
地
お
よ
び
小
作
地
を
も
つ
I

の
大
幅
I

I

こ

れ

塞

す

る

。

一
プ
プ
〇
年

に
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瞥

作

警

i

農

林

業

響

数

の

四

五

•
三
％
、
自
小
作
経
證
九
ニ
ハ
％
、
純

小

作

響

五

•
豪

で

あ

り

、
小
作
珍 

態
と
し
て
1

細
地
片
を
借
人
す
I

加
小

作
I

I

)

が
支
配
的
で
あ
り
、
総
小
作
地
面
f

六
一
二
•
四
％
が
追
加
小
作
地
で
あ
る
。
し
か 

し
純
小
作
経
I

、
経
営
綴
が
犬
と
な
る
に
従
い
そ
の
割
合
を
高
め
、
s

i

〇

へ
ク
タ
I
ル
階
層
で
は
一
〇

•
五
％
、
五
〇
丄

〇
Q

へ

ク

タ

丨

ル

蜃
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a
 

.

1

%
、

5

0

へ
ク

タ

I

ル

以

上

層
で
は
ニ

〇

ノ
五
％
が
純
小
作
経
営
で
あ
り
、.
資
本
家
的
借
地
農
の
成
立
し
て
い
る

こ
と
を
示
す
。

ム
J

の
如
く
一 

プ
プ
〇
拜
に
お
け
る
総
経
営
の
約
五
五
％
が
小
作
関
係
に
あ
り
、
.農
用
地
に
対
す
る
小
作
地
割
合
一
一
四
！

い
う
事
実
は
、
 

ま
さ
に
晚
後
西
ド
イ
ツ
農
業
に
お
け
る
小
作
関
係
の「

意
義
を
知
ら
せ
る
も
の
で
M

。」

既
に
示
し
た
如
く
、

一
 

〇
丄

〇
〇
へ
.ク
タ
丨
ル
層 

の
七

' 7
万
へ
ク
タ
丨
ル
に
お
よ
合
作
地
而
稂
の
増
加
に
お
い
て
、
特
に
一
〇〜

ニ
〇

へ
ク
タ
I
ル
層
の
小
作
地

疆

、
経
営
数
の
増
加
率
の
高 

严

こ
の
層
の
経
為
拡
大
へ
の
®
い
促
迫
を
示
す
も
の
.で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
層
で
.一
九
六
四
年
以
降
経
営
数
が
減
少
に
転
じ
た
こ
と 

を
、
西
ド
イ
ツ
農
業
構
造
変
化
S

要
な
現
象
•と
把
握
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
i

家
経
済
■

生
産
構
造
に
規
定
さ
れ
、
ま
た
地
代
•
地
価 

の
そ
れ
に
対
す
る
蹇
的
関
係
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

.
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戦

後

四

ド

イ

ツ

農

業

構

造

の

一

分

析
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九

(
1

四
三

)



.'
■. 

,1
0
(
1

四
ニ
ニ)

(
注
4)

こ
こ
で
は
、
戦
前
と
の
関
速
に
就
.い
て
.ふ
れ
な
い
が
、
ド
ィ
ッ
農
業
統
計
の
開
始
さ
れ
た
一
八
六
ニ
年
以
降
の
農
用
地
規
模
階
層
の
変
化
に
就
い
て
、
 

左
の
論
文
参
照
。
 

,

G. Drews; 
W
a
n
d
l
u
n
g
e
n

 u
n
d

 U
m
s
c
M
c
h
t
u
n
g
e
n

 in der Betriebsgr

o:Benstruktur der Landwirtschaf t der Bundesrepublik Deutschland 

.von 

l00
8
2
v
.
b
i
T
O

 
1963.; 

Berichte.iiber Landwirtschaft.. 1965. 

Heft. 

2.

山
岡
亮
ー
、
西
ド
ィ
ッ
邋
栗
の
構
造
変
動
、
経
済
論
叢
、
第
九
十
七
卷
六
号
。

(

注
5)

西
ド
ィ
ッ
で
は
土
地
所
有
統
計
は
、
一
九
三
八〜

三
九
年
、
ナ
チ
ス
政
権
下
に
行
わ
れ
た
調
査
：が
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
戦
後
は
ま
だ
そ
れ
が
行
わ
れ 

て
い
な
い
。
 

‘

(

注
6)

戦
前
の
考
察
は
.稿
を
改
め
て
行
ぅ
が
、
ー
九
ニ
五
年
の
小
作
地
割
合
は
当
時
の
ド
ィ
ッ
領
域
に
お
い
て
ニ
7

四
，％
、
一
九
三
三
年
、
一
〇

.
六
％
で

あ

つ

た

。

 

；

I
.
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H. Krause :Statistischer Uberblick der landwirtschaftlichen Pacht in 

GroMeutschland ; 

Berichte iiber Landwirtschaft. 

24 Bd. 

1939. 

s. 

707.

(

注
7)

「

経
験
に
ょ
る
と
、
森
林
地
は
全
く
例
外
的
に
の
み
貸
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
従
っ
て
借
入
地
は
本
来
的
農
.用
地
と
関
係
づ
け
る
こ
と
が
ょ
り
正
当 

で
あ
ろ
ぅ
。

」 

.

H. Hagenguth; 

Bedeutung 

自
ユ 

Gestaltung der 

pacht. ; 

Berichte iiber Landwirtschaft. 

1966. 

Heft. 

3. s. 

0 

(

注 
8) 

Riemann; 

G
r

o:iie u
n
d Verbleib aufgel6ster landwirtschaftlicher Kleinbetriebe. Berichte iiber Landwirtschkft 

1962. 

Heft 2. 

(

注 
9) 

E. E. Lipinsky;Die Bedeutun 
的 der 

Landpacht 

i
n

Iv
d
e
r IBUndesrepu

cr-lik 

Deutschland 

i
m

 

OTPiegel 

der 

statistik. ; 

Bericht 
の 

iiber Landwirtschaft. 

N
e
u
e
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1965. 

Heft 2. S. 

310.

三

一
九
五
ニ
年
発
布
さ
れ
た

「

小
作
法」

p
a
n
d
p
a
c
h
t
g
e
s
e
t
z
)

は
、
契
約
自
由
の
原
則
に
基
き
、
小
作
料
.
小
作
期
間
に
何
等
の
規
制
も
行
わ 

ず
、
小
作
人
の
行
ぅ
土
地
改
良
に
対
す
る
^
償
は
法
的
に
は
保
護
さ
れ
ず
、
極
め
て
土
地
所
有
者
に
有
利
な
立
場
を
与
.え
る
性
格
，を
も
つ
も
の
で

表 6. 経営階層別年間へクタ

資 料 表 3 1 ) S. 67〜 68

、 、 、 、 支 払 小作料 

経営規模

マルク  

〜 100
.マルク  

100〜  150
マ ル ク

150〜  200
マ メ レ ク  

200〜  250
マノ レ ク

250〜  

300
マ ル ク

300以上 総経営数

〜 2】讯 30.3 30.7 16.7 11 .1 5.5 '5.7 100.02 〜 5 29.1 30.2 18.0 11.9 5.3 5.5 100.05〜 10 22.1 28. 4 20.4 14.4 7.0 7. 7 100.010 〜 20 17.3. 25.9 20. 9 15.9 8 .4 11.2 100.020 〜 50 13.1 19.6 20.3 18.5 10.7 17. 8 100. 050 〜 100 12.5 15.4 16.8 18.4 12.9 24.0 100. 0,1 0 0  〜 20.3 20 .1 16.5 17.1 9.6 16.4 100.0
計 22.7 27.7 19: 6 14.2

― • ―------
7.1 8.7 100.0___  !——__ I________ ,

戦
後
西
ド
.イ
ヴ
農
業
構
造
の
一
分
析
.

E
l)

> 

•

あ
っ
た
。
か
か
る
現
行
：「

小
作
街』

办
も
と
で
展
.
1ざ
れ
た
前
逾
§
小
怍
隞
添
を
、
小
作
料
に
つ 

い
て
み
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
.

U 
.1

九
六
〇
年
セ
ン
：サ
.ス
：に

よ

れ

ば

、
.ニ

へ

ク

タ

ー

ル'
あ

た

り

一

五

〇

マ

'
ル

タ

以

下

を

支

払

う
経
営
が
.五
〇
％
、

.ー

.
五
：
〇

〜

ニ

〇

〇

.
マ
ル
ク
、
ニ
〇
％
、
ニ
〇
〇
マ
ル
タ
沈
上
、
三
〇
％
の
構

成
をAJ

り
、
小
作
地
面
積
で
は
ニ
〇
〇
マ
ル
ク
以
上
の
小
作
料
を
支
払
う
も
の
が
三
六
％
と

割

合
 

を
高
め
る
。

小
作
料
の
階
層
的
性
格
は
、.：
ー
0
:
:
へ
，
：ク

タ

ー

ル

以

下

層

で

は

一

五

〇

マ

ル

タ

以

下

の

小
作
料
支 

払
経
営
力
六
〇
％
近
く
を
占
め
、
小
作
料
が
.増
加
す
る
に
つ
れ
、
そ
の
割
合
が
低
く
な
る
の
に
対 

し

ニ

〇

~

一
 

〇
〇
へ
.ク
タ
|
ル
層
で
は
ニ
〇
〇
マ
ル
タ
.以
上
を
支
払
う
も
の
が
約
五
〇
％
を
占 

め

特

に

五0
〜

ー
0

0
へ
ク
タ—

ル
層
で
は
、
三
〇
〇
マ
ル
ク
以
上
の
小
作
料
を
支
払
う
経
営 

ガ
ニ
四
^
に
達
し
て
1
る

づ

作

地

面

積

よ

り

み

.て
も
、
.

j

oベ
ク
タ
ー
.ル
以
f

で

太

、
.
-
^
>
卞
 

料

1

五
〇

マ
ル
ク
以
下
が
五
〇
％
以
上
.を

占

め

る

の

に

対

し

、

ニ

〇

〜

.
一
〇

〇

へ

ク

タ

ー

ル

層

で
 

は
ニ
〇
〇
マ
ル
ク
以
上
が
約
.五
〇
％
で
あ
る
。
.

3

農
業
法
に
基
く
農
業
経
営
状
況
の
基
礎
デ
ー
タ
ー
の
，た
め
の
三
〇
〇
三

のr

農
場
小
^
-
. 

調
査
に
基
く
プ
ラ
ン
ト
ヵ
ム
プ
の
論
文
に
よ
_

1
、
平
均
小
作
料
は
一
九
五
六
年
、

一
五
五
マ
ル 

ク

六

四

年

、

一

七
四
マ
ル

タ

で

あ
る
。
経
営
規
模
別
お
よ
び
、
ほ
ぽ
土
地
等
級
を
示
す
一
.
へ

ク 

タ

ー

.
ル

当

り

収

益

評

価

額

(Einheitswert)

別
小
作
料
に
よ
れ
ば
、

同
一
評
価
額
範
疇
に
お
い 

.て
経
営
規
模
が
大
に
な
る
に
従
っ
て
、
小

-f
t
料
は
低
下
す
.る
。
評
価
額
八
〇
〇
マ
ル
タ
以
下
で

一

一(
一.

四
二
三)
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' 

.

は
、

一
o

へ
ク
タ
I
ル
以
下
層
は
一
九
五
六
年
、
経
営
規
模
一
-〇
〇
へ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
に
対
し
三
ニ
％
、
評
価
額
一
六
〇
〇〜

ニ
〇
〇
0

マ
ル 

ク
範
疇
で
は
五
三
％
高
い
小
作
料
を
支
払
っ
て
い
る
。

一
九
六
四
年
と
の
比
較
で
は
、
経
営
規
模
の
大
き
い
階
層
の
小
作
料
の
騰
貴
率
が
高
く
、
 

そ
の
結
果
、
経
営
規
模
間
支
払
小
作
料
差
は
縮
小
し
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
評
価
額
八
〇
〇
マ
ル
ク
以
下
で
ニ
ニ
％
、、
同
じ
く
一 

六
〇
〇〜

 

ニ
〇
〇
〇
マ
ル
ク
で
三 

一
%
と
な
っ
て
い
る
。

. 

资
産
評
価
額
小
作
料
格
差
は
、

一
九
五
六
年
に
、
八
〇
〇
マ
ル
グ
以
下
に
対
し
て
ニ
〇
〇
〇
マ
ル
ク
以
上
'で
は
、
.
平
均
八
ニ
％
高
く
、
六
四
年 

に
は
九
三
％

に

高

ま

り

、
特

に

評

.価
額

 

一
二
〇
〇〜

ニ
〇

〇

〇
マ
ル
ク
範
疇
の
小
作
料
騰
貴
が
大
き
い
？
，

こ
の
調
赉
対
象
は
、「

農
場
小
作」

で
あ
る
為
、
こ
の
小
作
料
に
は
農
用
建
物
•住
居
に
：対
す
る
賃
貸
料
も
含
ま
れ
て
お
：り
、
農
地
の
み
に
^
す 

る
小
作
料
で
は
な
い
点
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ト
カ
ム
プ
は
他
の
論
文
で
、
小
作
料
の
内
訳
を
算
定
し
てf

2
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
住

1

1

1

 

:
居
に
対
す
.る
、

r

ク
■
タ

ー

ル

•
当

り

•
實

借

.

料
は
、

1

0へ
ク
タ
|
ル
以
下
階
層
で
は
、.
四
0

マ
ル
ク
、
経
営
規
模
.が
大
に
な
る
.に
従
い
、
そ
の
領
は
K

:

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

-

-
-
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-
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丨
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一
 

.

.

.

.

100.0  
100.0  
100.0  
100.0  
100.0  
100.0  
100.0  
100.0  
100.0 
100.0  
100. 0

300以上 計

マルク /ha 
_ ^ 1 1 " 
Schleswig-Holstein 
Hamburg 
Niedersachsen 
Bremen
Nordrhein-Westfalen
Hessen
Rheinland-Pfalz 
Baden-W iirttemberg 
Bayern 
Saarland 
Bundesgebiet

00以下 100〜 
150 150〜 200 200〜 

250 250〜 
300

7 .7 12.9 20.0 21.1 13.1
25.5 3 6 .1 21.1 9.9 4.68.6 21.6 23.8 21.1 11.913.0 46.9 27.3 10. 9 0 .910.6 17.9 18.9 19.2 11.731.8 33.4 18.2 10.8 3. 245.6 24.2 9. 6 7.1 5.124.1 37.8 19.3 12.2 4 . 123.4 29.3 22.5 13,1 6.281.0 .1 4 .3 3.1 1.0 0.3

22.7 27.7 19.6 14.2 7.1

表 8. m 別 小 作 料 (1960年)

25
2

13
.

.

1
21
.

2.
8.
2.
5.
0.
8.
..

戦
後
西
ド
イ
ツ
農
業
構
造
の
一
分
析

en
下

し

一

〇
c

へ

ク

タ
ー
ル
以
上
で
は
、

ほ
ぼ

 

一
O'
マ
ル
ク
と
た
るa
従
っ
て
、
先
こ 

in
.

述
べ
た
経
営
規
模
小
作
料
格
差
は
、
こ
0.
条
件
を
考
慮
す
る
と
、
ほ
ぽ
消
ま
す
る
こ
と

1S
S

と
な
る
。
 

lt
n

■
er
h

a

.若
し
小
作
料
が
経
営
規
模
間
の
差
で
は
.な
く
、.
資
産
評
価
額
に
従
っ
て
変
化
す
る
と 

si
t

j

il
は

六
〇
年
セ
ン
サ
ス
に
示
さ
れ
る
ょ
う
な

経
営
規
模
の
小
さ
い
階
層
の
支
払 

.

d

作
料
の
相
対
的
低
さ
に
対
し
て
、
'「

農
場
小
作
料」

.の
経
営
規
模
間
格
差
と
は
食
い 

也違わないものと考えられょう。センサ

'
ス
で
は
、

資
産
評
価
別
の
小
作
料
が
調 

j 

o
.

査
さ
れ
て
い
な
い
ゆ
え
、
そ
れ
に
就

い

て

は

確
認
し
え
な
い
し
、
ま
た
、

セ
ン
サ
ス 

1

.

は
土
地
片
の
づ
作
料
調
查
め
結
果
で
ぁ
る
こ
'と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぃ
で
ぁ 

.

M
-r
i
e
lろ
う
し
か
し
農
場
小
作
と
零
細
地
片
追
加
借
地
の
場
合
と
で
は
、
後
者
の
小
作
抖
が 

tl
3

l b

高
額
で
あ
る
こ
.と
は
従
来
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
六
〇
年
セ

p

 

O

n g

ft
i
c
]ン
サ
ス
の
小
ft
^
の
分
布
を
州
別
に
み
る
と
き

、
大
規
模
経
営
の
占
め
る
割
合
の
高
い

|
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ノ
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ト
ラ
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s

ir
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rs
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wシ

.

.
ゥ

ヱ

ス

，
ト

フ

ァ

ー

レ

ン

州

)

.

.
に

お

い

.
て

は

.

';
小

作
-#
|
-
ニ

〇

〇

マ

ル

ク

以

上

を

支

払

う
 

Wi
r
td f
経
営
数
•
面
積
が
五
0

%
以
上
を
占
め
る
の
に
対
し
、
零
細
規
模
経
営
の
支
配
的
な
南

J
u

,'
:
a

.
-a
n

d-
商

賢

外

(
.V.

1

テ
ン
：
.'
.
ヴ
.
_ユ
.
ル
テ
.
ン
べ
ル
グ
州
、

-フ
イ
.ン
-フ

ン

ト

」

フ

.
ァ

ルッ
州)

e

i

h
乍 

料

I

料
一
五
〇

マ
.ル
タ
.以
下
の
経
営
数
•
面
積
が
六
〇
％
以
上
に
及
ん
で
お
り
、
六
〇
年
セ 

ン
サ
ス
に
：示
.さ

れ

る

経

営

規

模

別

小

作

料

の

分

布

の

重

心

の

階
層
間
差
異
は
、
北

部

，

ニ
-(

一

四
ニ
.五)

.



表 9. 5 h a 以上規模農業経営の農用地購入件数

年 度 件 . 数 平 均 購 入 価 格 マルク / ha
1 9 5 9 574 8,205
1 9 6 0 486 9, 584
1 9 6 1 485 11,592
資料 W. Taschenmacher; Die Preise fiir landwirtschaftliche Betriebe und Stuckland- 

ereien in der Bundesrepublik Deutschland.
Agri Forum. 1963. No. 8, : S. 21.

表 10. 5 h a 以上規模農業経営の収益、評脑額別農用埤購入価格

収 益 評 価 額 件 数

■ »
平均購入価格マル .ク./ha

800マルク / h a 以下 329 6 ,240
■ 8 0 0 ~ 1 2 0 0マルク / ha 595 7, 346

1200〜1600マルク / ha 396 • 8 ,968
1600 ~  2000 マルク  /ha 131 12,408
2000マルク / h a 以上 94 13, 393

資 料 表 9 に同じ。
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南
部
の
差
"に
ょ
っ
.て
«
成
さ
れ
て
い
_る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
零
細
地 

片
追
加
借
地
が
支
配
的
：で
あ
る
南
部
の
方
が
、

一
九
六
〇
年
に
お
い
て
は
か 

，え
っ
て
相
対
的
に
小
作
料
が
低
く
な
る
と
す
れ
ば
、
小
作
関
係
に
お
い
て
も 

現
在
一
' 
つ
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
ょ
ぅ
。
確
か
に
現
在
、
大 

•，
都
市
周
辺
及
び
兼
業
農
家
に
お
い
て
休

閑

地

が

,#
大

し

て

,(

注 
4)

.お
り
、
小
作
料
を
低
下
さ
せ
て
も
借
り
手
、が
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
が
報
告
さ 

へ
れ
て
.
I
:る
.

し
.力
..し
.
.
' 

,AJ.

の
こ
.と
.は
土
地
価
格
'、が
従
っ
.て
低
下
す
る
こ
と
で 

は
.な

い

こ

と

、
後
に
，示

す

通

り

で

あ

る

。

以
上
：の.如
く
小
作
料
が
.、
六
〇
年
セ
ン
サ
ス
で
は
、

地
方
的
差
異
、
経
営 

規

模

間

差

異

を

も

ち

な

が

：ら

も

、

•ほ
ぼ
一
へ
ク
タ
ー
ル
当
り
、
三
〇
〇
マ
ル 

ク
以
下
に
分
布
し
、

ま
た
農
場
小
作
辦
六
四
年
の
ザ
お
が
ー
七
四
マ
ル 

ク
、
住
居
賃
借
料
を
減
じ
て
も
一
六
〇

マ
ル
タ
前
後
で
あ
り
、
最
高
一
一
五
六 

マ
.ル
タ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
.
.こ
の
小
作
料
め
高
さ
は
、
•
，
農

業

経

営

に

と

.
っ 

て
、
い
か
な
る
高
さ
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。

農
業
簿
記
結
果
に
.ょ
っ
て
、
経
営
粗
収
益
と
経
営
費
の
差
で
あ
る
純
益
卩 

経
営
利
潤
、
資
本
利
子
を
み
れ
ば
、

一
九
六
〇〜

六
一
経
済
年
度
に
お
い 

.て
、
農
用
地
規
模
別
の

一

へ

ク
タ
ー
ル
当
り
純
益
は
、

一
〇
へ
ク
タ
ー
ル
以 

下
六
三
マ
ル
ク
Iで
本
る9

に
1
し
、
.
.ー
〇〜

ニ
〇
へ
タ
タ
ー
ル
層
は
約

一

一

一

倍

州

Baden-Wurttemberff

Hessen

Schleswig-Holsteii

Bundesgebiet

年度

1963
1964
1965
1963
1964
1965
1963
1964 
^965
1963
1964
1965

2, 500
未満

価 格 単位 : マルク / ha

12
35
24
26
1

17
9

7

27
19
15

2, 500 5, 000 7, 500[10, 000丨15, 000 207000|30 
5,^00  

20 
20

一7-，5Q010, 000 佐 000丨20, 000 30, 000 
16
16
12
24
21
20
26
38
29
22
22
19

14
12
14
12
14
19
35 
30
36

14
16
18
13
27
17

14
17
18

資料 Die Verbesserung, der 
6 4 , 1964—65, 1965—66.

20

20
26
13
19
21

7
9

12

^ 00!50,000 
. o n n 以上

11
9

12

50, 000

4
4

11

7
9

11

Agrarstruktur in der Bundesrepublik Deutschland 1.963-

表 1 1 . 地域別農地価格分布割合（総数= 1 00)

戦
後
西
ド
イ
ツ
農
業
構
造
の
一
分
析

弱

の

一

七

九マ
ル
ク
と
隔
絶
し
て
お
り
、
五
〇
へ
ク
タ
ー
.ル
以
上
層

で

は
 

ニ

〇

ニ
マ
ル
ク
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ー
〇
へ
ク
タ
ー
ル
層
以
下 

で
は
、
ま
さ
.に
労
働
力
の
価
値
に
喰
い
込
み
、

一
◦

へ
ク
タ
ー
ル
以
上
層 

で
は
：
ほ
ほ
純

益

を
呑
み
尽
す
ほ
ど
の
.高
さ
の
、
ま
さ
に
高

率
肩
代
が
孩 

成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
ょ
ぅ
。
従
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
経
営
規
模
拡 

大
に

対

す

る

一
つ
の
制
限
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

先
に
検

討

し

た

如 

く 

.戦

後

西

ド

イ

ツ農
業
に
.お
い
て
経
営
拡
大
が
土
地
借
入
を
通
じ
て
主 

と
し
て
行
わ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
自
体
、
か
か
る
制
限
を
伴
い
な 

が
ら
進
展
し
て
き
た
こ
と
が
ま
さ
に
重
要
で
あ

る

。

さ

ら

に

、

安

，に

示

す 

如
く
、

ー
 

応
、
生
み
出
さ
れ
.て
い
る
純
益
そ
め
も
の
が
、
農
業
に
お
け
る 

低
賃
銀
に
基
く
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

他
方
、
経
営
規
模
の
異
動
に
お
い
て
、
自
作
地
を
土
地
購
入
等
に
ょ
り 

取
得
し
て
拡
大
し
た
も
の
が
少
な
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。
抑
土
地
購
入 

は
農
業
経
営
資
金
の
控
除
に
他
な
ら
な
い
が
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
農
業
政
策 

に
お
け
る「

自
立
的
家
族
経
営」

育
成
の
理
念
は
、
诌
ら
の
土
地
を
耕
作 

す
る
家
族
経
営
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
.か
る
に
高
地
価
は
そ
の
目 

標
を
挫
折
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

農
地
価
格
に
関
す
る
統
計
は
、
西
ド
イ
ツ
で
は
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は

1

五

(

一
四
ニ
七)
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..
 

一
六
ハ
ー
©
一
一
八)

云
い
難
い
が
、:

若
干
の
研
究

•報
告

.に

よ

っ

て

最

近

の

動

き

を

把

握

す

る
こ
と
は
出
来
る
。

タ
，ッ
シ
エ
ン
マ
ツ
ハ

I 

に

(

注
5) 

——

よ
れ
ば
、

一
九
五
九
年
の
へ
ク
タ
ー
ル
当
り
購
入
価
格
八
一
ー
〇
五
マル

：.

ク
、
:
-九
六
.〇
年
に
.は
一
五
.％
騰
貴
し
九
五
八
四
マ
ル
ク
と
な
り
、
六
一
一 

年
ま
で
に
は
四
〇
％
上
昇
し
て
.い
る
。
又
、
西
ド
イ
ッ
、
食
糧
農
林
省
の
_報
告
.に
よ
秘
ば
、

J.

九

六

〇

年

の

へ

ク

タ

ー

ル

«

格
は
五
三
八
〇
マ
ル 

ク
で
あ
り
、

一
九
:^
ニ
年
で
も
そ
の
騰
貴
率
は
一
五
％
、

1
九
六
五
年
で
七
0

%
の
上
昇
、
九
〇
八
0

マ
ル
ク
と
な
0
て
お
り
、
両
者
に
は
大
き 

な
開
き
が
み
ら
れ
る
。
後
者
は
"
経
営
規
模
拡
大
の
際
に
、
グ
リ
ー
ン
•
ブ
ラ
シ
に
基
き
、
政
府
金
融
機
関
に
低
利
資
金
融
資
を
申
請
し
t
そ
の 

申
請
価
格
に
よ
る
も
の
で
あ
る
.点
、
実
際
の
価
格
よ
り
低
い
場
合
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
.、
こ
の
.価
格
を
も
っ
て
し
て
も
、
.西
ド
イ
ッ
で
農

業
資
本
の
通
常
利
率
3 7
%
で

地

代

を

算

定

す

れ

ば

、
.約
一
八
〇

マ
ル
タ
と
な

り

、
先

の

小

作

料-，
撕

益

と

ほ

ぼ一
致
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一

- 

. 

. 

-

. 

.

九
六
四〜

六
五
経
済
年
次
に
お
い
て
、

へ
ク
タ
ー
ル
当
り
地
価
八
ニ
五
〇
マ
ル
.ク
と
す
れ
ば
、
地
代
は
ニ
七
五
マ
ル
ク
と
な
る
。
こ
の
他
^
は
、

一
九
六
匹
年
.の

農

場

小

作

料

平

均

一

七

四

マ
ル
ク
を
著
し
く
超
え
て
い
る
。
そ
の
年
の
純
益
は
平
均
一
八
九
マ
ル
ク
で
あ
る
が
、
•一
 

〇

へ
ク
タ
ー
 

ル
以
下
層
で
は
六
四
マ
ル
ク
の
マ
イ
ナ
ス
、

一-〇〜
ー
ー
〇
へ
ク
タ
ー
ル
層

一

九

一

一
マ
ル
ク
、
ニ
〇〜

五
〇
へ
ク
ター

ル
層
一
一
七
，七

マ
ル
ク
、
五
〇 

へ
ク
ター

ル
以
上
層
三
六
〇

マ
ル
ク
と
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
、
経
営
収
益
の
高
か
.
.っ
た
こ
の
年
度
に
お
い
.て
さ
え
、
辛
う
じ
て
ニ
〇〜

五
〇
へ 

ク
タ
ー
ル
層
に
お
い
て
、
純
益
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
地
価
水
準
で
あ
り
、
ま

さ
.
.に

「

高
地
価」

と
云
う
.ベ
ぎ
で
あ
.ろ
う
。

こ
の
地
価
も
、
地
域
、
収
益
評
価
額
に
よ
っ
て
、
幅
広
く
形
成
さ
れ
て
お
り
、
タ
ッ
シ
ヱ
ン
マ
ッ
ハ
ー
に
よ
れ
ば
、

一
九
五
九
年〜

六
一
年
の 

平
均
で
、
評
価
額
八
〇
〇
マ
ル
ク
以
下
と
一
ー
〇
〇
〇
マ
ル
ク
以
上
と
で
は
二
倍
強
の
差
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
る
に
南
部
と
北
部
と
を 

対
照
し
て
地
域
別
農
地
価
格
の
分
布
と
、
小
作
料
分
布
を
検
討
す
れ
ば
S

8
 
•
表
11

参
照)

、
比
較
年
次
が
異
な
る
こ
.と
を
考
慮
し
て
も
、.
北
部 

の
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
•
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
で
は
、

小
作
料
と
地
価
分
布
が
ほ
ぼ
照
応
す
る
の
に
対
し
、
南
部
の
'、ハ
ー
デ
ン
•
ヴ
ュ
ル
テ
ン
べ
ル
ダ 

で
は
、
地

代

•
地
価
の
低
位
グ
ル

ー
プ
、
高
位
グ
ル

I
プ

に

お

い

て

、
小

作

料

と

地

価

分

布

が

大

き

く

乖

離

し

、
.三

〇

〇

マ

ル
タ
以
上
小
作
料
支 

払
経
営
割
合
一
一.
五
％
に
対
し
、
地
価
一
万
マ
ル
ク
以
上
の
件
数
四
〇
％
と
な
つ
て
お
り
、.
地

代

，
地
価
関
係
に
つ
い
て
.の

み

云

え

ば

、
総

.じ

M
に
北
部

b
地
代
、
.
U
価
の
相
関
、
惠

の

低

地

代

、
高
地
価
麗
と
し
て
把
握
さ
れ
ょ

ぅ

。

そ
し
て
こ
の
両
地
方
の
対
極
的
と
も
み
ら
れ
る
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戦
後
西
ド
イ
I

證

産

は

、：
歡
生
産
物
暈

五
七
％
増

力

し

た

■

所
得
は
一
九
五
.o
年
ょ
り
六
六
年
ま
で
に
約一

一
倍
増
し
た
が
、
国
民
所
得
中
の
農
業
所
得
の
占
め
る
割

合

は

、>■J

.

戦
後
西
ド
イ
ツ
農
業
構
造
の一

分
析
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表 12. 農業経営贽の年次別変化

実 割 t (1950/51 =  1 0 0 ) .
支払兔货 
及 _ び 
社会保険料

物財費
租 税  

公 課
借入金  

利 子
' 計

支払労貨 
及 び  
社会保険料

物财費
租 税 | 借 入 金  

公 課 利 子 計

戦 前 (1935/38) 755 2534 270 273 3832 55 50 54 148 54
1950/51 1384 5027 499 185 7095 100 100 100 100 100
1955/56 1813 8173 546 436 10968 131 163 109 236 155
1960/61 1594 12221 439 731 14985 115 243 88 395 211
1965/66 1895 17405 501 1113 20914 137 346 105| 605

資料  Statistisches Jahrbuch iiber Ernahrung, Landwirtschaft und Foresten 1964. S :150; 
1966/67. S. 138. ,

.
の
間
ー
，？

八
％

よ

り

四
.
.六
%
に
低
下
し
た
。
と
.の
地
位
の
低
下
の
中
に
あ
っ
て
、..農
業
全
生
産 

C'
行
程
，に
わ
.た
：る

動

ホ

化

.
機

械

化
.
.諸

化

学

の

適

用

が

急

速

に

進

行

し

、
，
.西

ド

ィ
ッ

農
業
は
員
㈣
制 

農
業
段
階
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
い
え
よ
ぅ
。
.戦
前
と
段
階
を
劃
す
る
農
業
生
産
諸
力
の
発
展 

が
、
戦
後
西
ド
ィ
.ッ
独
占
資
本
主
義
の
復
活
•
発

展

に

規

定

さ

'れ

る

農

工

間

所

得

格

差

と

工

業

を

主 

と
す
る
労
働
力
の
吸
引
•
農
業
賃
労
働
者
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
労
働
力
の
大
量
流
出
、
.農
業
雇
傭 

労
賃
上
昇
を
契
機
と
す
る
に
せ
よ
、
農
業
利
潤
が
、
総
じ
て
独
^
!資
本
の
価
値
増
殖
•
実
現
運
動
に
. 

従

属

し

た

農

業

，
に
，
お

い

て

殆

ど

.

裏
現
し
'え

ぬ

事

修
0;
下
に
.あ
っ
：て
、.こ
，

Q

急

速

な

生

産

諸

力

の.発

展

. 

が
、
い
か
に
：可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。

.

.

.，農
業
経
営
賢
総
額
は
、

1

九
五
〇
年
よ
り
六
方
年
：の
間
に
、

約
ニ 

•
九
倍
増
加
し
た
。

こ
の
中 

'で
、
新
規
機
械
い
農
用
建
物
投
資
約
一
三
倍•

肥
料
支
出
は
約
三
倍
、
機
械
普
及
に
と
も
な
い
燃
料 

費
は
三
ン
六
倍
、
機

械

•
農
用
齋
物
の
更
新
は
三
，
二
倍
と
な
り
、
ま
さ
に
資
本
の
為
の
市
場
を
著

• 

V

.

.

(

注
1)

.
し
く
拡
大
じ
た
。
こ
の
経
営
費
増
大
に
お
い
て
.、
.な
お
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
購
入
飼
料
の
六
•
七 

.倍
に
及
ぶ
増
加
と
借
入
金
利
子
の
六
倍
.の
増
加
で
あ
る
。
購
入
飼
料
は
ほ
と
ん
ど
輸
入
に
仰
い
で
お 

り
、
輸
入
飼
料
の
飼
料
総
暈
に
占
め
る
割
合
は
、
六
六
年
に
ニ
五
％
に
達
し
て
い
る
。
即
ち
、戦
後
西 

ド
ィ
ッ
農
業
で
は
、
戦
前
及
び
戦
争
直
後
の
経
営
費
構
造
と
六
〇
年
代
の
そ
れ
と
は
著
し
く
異
な
.る 

こ
と
と
な
づ
/c
。
す
な
わ
ち
.

1

雇
傭
労
賃
が
.ニ
〇

％

よ
り
二0

%
へ
減
少
し
た
の
に
対
し
、1:
1 -
投
资 

一
〇
％
よ
り
ニ
〇
％

へ
、
購
入
飼
料
一
三
％
よ
り
ニ
_八
％

へ
そ
の
占
め
る
割
合
を
高
め
て
い
.る
。
こ 

の
変
化
は
、戦
後
西
ド
ィ
ッ
農
業
.が
、独
占
資
本
の
再
生
産
過
程
に
、特
に
機
械
•化
学
工
業
の
よ
り
深

h

u

L

I

y

 

養

I

f

 §

1

證

歷

l

i

墨

と

一

体

化

し

て

に
#

i

i

g

s

s

i

l

l

l l
l i

規

模

ィ

を

促

進

し

，
資

本

.
の

為

の

市

場

拡

大

、

機

械

.

化

学

工

業

.5
8

0

4

0

9

8

3

0
 

10
0.
5.
2.
xo
.
2.
8.
8.
10

門

’f働者に対する 

賃 金 ( f i g 険料)  
料

入 飼 料  

子 ，役 畜  

物 補 修  

培 具 補 修  

剤 費  

動 力 f 電気費  

公 租 公 課  

の 他  

し 更 新 費  

丨 更 新 費  

備 役 資 費  

計

機

雇

1

肥

^

種

建

農

薬

齡

経

そ

建

機

純

営

物

械

総

戦
後
西
ド
イ
ツ
農
業
構
造
の
一
分
析

を
は
じ
め
と
す
る
諸
資
本
の
蓄
積
を
援
助
•
確
保
し
て
い

る

の

で

あ

 

る
。

：

農
業
法
発
布
以
来
、
機
械
お
ょ
び
農
用
建
物
へ
の
投
資
は
、
新
規
投 

資

•
機

械

設

僦

更

新

投

資

と

も

に

六

六

年

ま

で

の

十

年

間

に

一

一

倍

に

皙 

加
し
、総
額
で
約
西
〇
億
マ
ル
タ
に
達
し
た
。他
方
農
業
借
入
金
は
年

 々

h

急
速
度
に
.増

加

し

.
一
九
五
〇
年の

111

七
億

マ
ル
ク
か
ら
六
六
年
に
は 

約
一
1

0

0億

マ
ル
ク
に
達
し
、
そ
の
支
払
利

子
一

一

，億

マ
ル
ク
、
総
農 

産
物
販
売
額
の
四
.
三
％
、
総
農
業
所
得
の
約
七
％
を
占
め
る
に
い
た 

つ
.
て
い
る
。•

農
業
借
入
金
の
.年
々
の
.増
加
額
.は
、ほ
ぼ
機
械
、農
用
建
物 

.の
：新
規
投
資
額
に
照
応
す
る
。：
そ
の
増
加
分
す
ベ
て
が
新
規
投
資
に
充 

当
さ
れ
f

の
で
.な
い
に

せ

ょ

.'
年
々
の
長
期
融
資
の
増
加
額
は
、
新 

規
投
資
の
へ
五
割
か
ら
七
割
に
相
当
し
て
い
る
。
従
つ
.て
、：'戦
後
西
ド
- 

.

.

,
 

1 

A
 

(

一
四

一一一一

)



注1)
借 入 金(百万'マルク）

利 子CS方マルク）
販 売 額(百方マルク）

平均利子率 (%)
販 売 額 に  
対する利子 

(%)
1938/39 6, 200 273 5,740 4 .4 4 .8
1959/60 11,400 664 19,319 5 .8 3 .4
1960/61 12, 500 764 20,172 6 .0 3.7
1961/62 13,800 773 . 20,519 5:6 3 ,8
1962/63. 15,100 811 22, 837 5 .4 3 .6
1963/64 16,300 853 24, 578 5 .2 3 .5
1964/65 17, 900 940 25,748 5.3 3 .7

注2) 1965/66 20,000 1,126 26, 259 5 .6 4 ,3

表 1 4 . .借 入 金 . と 利 子

期末の平均である

S. 72.

ニ
〇

(

一
四
三
二)

:ッ
農
業
生
產
諸
カ
の
発
展
.が
他
人
資
本
の
導
入
に
よ
っ
て
可
能
.に
さ
れ
た
と
す
.る
な
ら
ば
、
 

農
業
へ
の
融
資
が
政
府
の
.農
業
利
子
補
給
政
策
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
、
そ
の 

発
展
は
、
：
' 農
業
べ
の
金
融
資
本
の
進
出
を
安
全
か
つ
容
易
に
し
た
結
果
で
も
：あ
，っ
た
。
と
は 

い
え
、
こ
の
農
業
借
入
金
の
増
大
、
.総
農
業
所
得
の
七
％
に
及
ぶ
利
子
は
、
農
業
生
産
力
発 

展
を
促
す
と
と
.も
に
、
.そ
の
成
果
を
農
業
よ
り
摘
み
取
り
、な
が
ら
、
戦
後
西
ド
ィ
ッ
農
業
経 

営
間
の
経
済
的
差
異
を
拡
大
す
る
要
因
と
し
て
作
用
し
、
同
時
に
ま
た
経
済
的
差
異
が
農
業 

借
入
金
を
増
大
さ
せ
る
：要
因
で
.も
あ
っ
た
'の
で
あ
る
。

一
九
六
三
年〜

五
年
の
階
層
別
へ
'
.ク
タ
ー
ル
当
り
借
入
金
は
、
各
階
層
と
も
年
々
増
加 

し
、
特
に
一
〇
~
ニ
〇
へ
ク
タ
I
ル
層
の
借
入
金
増
加
が
激
し
く
、
六
五
年
に
は
へ
ク
タ
ー 

ル
当
り
最
高
の
借
入
金
高
を
示
し
、
こ

れ
に
と
も
な
い
活
動
資
本(

A
k
t
i
v
k
a
p
i
E
)

中
の
借 

入
金
割
合
を
上
昇
さ
せ
て
.い
る
が
、
な
お
、
そ
れ
は
、
そ
の
割
合
を
年
々
低
下
さ
せ
て
き
て 

い

る

五

〇

へ

ク

タ

ー

ル

以

上

層

よ
.り
も
低
い
の
で
あ
る
。
そ
1
.て
更
に
借
入
金
中
の
長
期
融 

資
の
割
合
、
及
び
長
期
融
資
の
活
動
資
本
に
対
す
る
割
合
は
経
営
階
層
'が

大

.で

あ

る

ほ

ど

高 

_ 

い
の
で
あ
る
。
•経
営
規
模
の
大
き
い
階
層
の
信
用
能
力
が
よ
り
多
額
の
借
入
金
の
導
入
を
可 

能
と
し
、
し
か
も
長
期
融
資
割
合
が
高
い
と
す
れ
ば
、
農
業
へ
の
融
資
は
明
ら
か
に
経
営
規
模
の
大
き
い
階
層
に
有
利
で
あ
り
、
安
定
的
な
相
対 

的
に
大
き
な
投
資
を
促
進
し
、
経
営
階
層
間
の
経
済
的
差
を
'拡
大
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

.

一
へ
ク
タ
ー
ル
^
り
の
借
入
金
利
子
を
各
年
度
の
平
均
利
子
率
に
よ
っ
て
算
定
し
、
そ

れ

を「

純
益」

と
対
比
す
る

な

ら
ば
、

一
〇
へ
ク
タ

ー
 

ル
以
下
層
で
は
、
若
し
純
益
が
計
上
さ
れ
た
場
合
で
も
支
払
利
子
に
相
当
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
純
益
は
年
に
よ
り
か
な
り
大
き
く
変
動
し
て
い
る

注 1) 借入金は経済年度の期首 

2) 暫定 
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(

注 
3) 

.

農
業
法
に
莲
く「

農
業
簿
記
結
果J

、

ブ
ラ
シ
.
}ヵ
ム
：プ
の
論
文
、「

農
業
年
次
報
告」

に
ょ
：つ
て
、
：農
業
経
営
諸
階
層
の
再
生
産
条
件
.を
検
討 

す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
0

⑴

ー
へ
.ク
タ
ー
ル
当
り
活
動
資
本
®

地
を
含
む)

.は
、
，一
九
五
六〜

五
七
年
経
済
年
次
に
お
い
て
、
平
均
約
五
千
マ
ル
ク
、経
営
規
模
の
小
な 

る
階
層
ほ
ど
資
本
額
は
多
く
、
し
か
も
そ
の
増
加
率
も
、
：五
0

へ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
に
対
し
以
下
層
の
方
が
高
く
、
と
の
結
果
、
一：九
六
四〜

六
五 

年
度
に
お
い
て
は
、'
五
〇
へ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
.に

対

し

、

一
〇

へ

ク

タ

ー

ル

以

下

層

は

.'
一
 

ニ
六
〇
マ
ル
：ク
、

一
〇〜

ニ
〇

へ
：.ク
タ
ー
ル
層
は
九

t o  t o  t o  t o  t o  co o> ^
p  ”  p i

t o  - o  A  o  COOO 4 ^  OO < 3  t oCO H-* o o

to co co ro to4 ^  O l MI—1 to CO0 >  CO CD CD< 3  CO CO CJI CO

H jo  CO p  oo
cn to co oi oto CD 0O l-J

>-* H-> I—1 I—J I--1•*>3 <jy cn co

100

100

100

100so 次

I- 1 h J  I— »*-* to CO I-4 00

5,914

6,

7
000

10,117 

13,223 

7,756

8,932 

13, 581 

25, 293

200
,OO
K

15, 951

tv> CO t o  CO CvO c o  ^  c o  a >  cp>
次

to GO CO CO CO •<3 ^  Ol CO
次

I 

1
0
h
a

$Z
T 

j 

l
o
h
a

 〜
20ha 

I’ 

20ha 〜
50ha 

j 

50ha 

钇
±

一_
_
_ 

¥

M

_

l
_
l

 

loha.i^-F 

| 

| 

lOha 〜
20ha 

M| 

2
0
h
a
~
5
0
h
a

I 

,

 

e
i
:

40,414 
+17,,951

55,007 

SO, 
600
5 

00
6
,

120 

p

g
l

+
2
9
,
0
1
2

 
+
4
6
,
3

006 
+
4
6
,
9
7
1

 

丄—30,357

3,397

3, 724

4, 671 

5,636 

3,

S
9

7, 576 

9,351 

12,34S 

14,107 

9, 

S
3

4,492 

5,037 

6,117 

.5,802 

5,156

2
0

次
s 

.
100 

1519 

一

m
m
錄

粦

年1

1
S
6
/
S
7

.
3
^
.
^

1
9
6
4
/
6
5
0

I-*COcno>
O l

I-1
<oCT>
合
-— .■ <Jicn
c o

o>

cnKl
~S"

A- .
Ol

* cr
的

— . cn
co
參
cr>oi
h-̂COOl<Tt
CJl

i -acncn

^
5
6
/
5
7

1964/65

COCJlOi
cn

嵌

j 1964/.65

S, 272 

10, 739 

-13,370 

11,573 

10,629

2
0。、。s

•
1
714 100

棄
 

F. 

I

I

; 

Das 

l

l

l

l

e

l

l

l
 

I
 

I

 

I

I

 

B
e
l
e

 

I

f

!

 

1

.

1
 

1.s.
1
5
.

.

一.
ニ

マ

ル

ク

ニ

〇
~
五
〇
へ
ク
タ
ー
ル
層
は
七
ー
三
マ
ル
ク
高
ぃ
。
す
な
わ
ち
一
矩
土
地
面
積
に
対
す
る
資
本
集
約
化
が
経
営
規
模
小
な
る
階 

層
ほ
ど
著
し
い
。
そ
れ
に
対
し
、

一
労
働
力
当
り
、
活
動
資
本
は
、
ま
さ
に
逆
の
関
係
に
立
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
の
階
層
的
格
差
は
著
し
く 

大
き
く
な
つ
て
し
る
既
に
，
五
六
.

〜

五
七
年
度
に
お
い
て
、ニ
ー
〇

へ
ダ
タ
ー
ル
以
上
層
と
以
下
層
に
は
、
.格
段
の
差
が
あ
っ
た
。
五
六〜

五
七 

年
度
に
.お
い
て
、い
一
〇

へ'
ク
タ
丨
ル
以
下
層
に
対
し
、
土
地
を
含
め
ぬ
'

i

力
あ
た
り
活
動
資
本
の
差
は
、
一

〇〜

一
一
◦

へ

ク

タ

丨

ル

層

で

ニ
 

I 

0

0
マ
.ル
ク
、
ニ
〇〜

五
o

へ
ク
タ
ー
ル
層
で
八
.七
0

0
ブ
ル
ク
、
五
〇

へ
ク
タ
1
ル
層
で
一
万
一
千
マ
.'ル
タ
で
あ
っ
た
も
の
：が
'、
六
四
t
六
五 

年

度

に

は

,一.〇〜

ニ
〇

へ
ク
タ
丨
ル
層
で
一
万
一
千
.マ
ル
タ
、
ニ
〇〜

五
〇
.へ
ク
タ
丨
ル
層
で
三
万
.ニ
千
マ
ル
ク
、
.
五
0

へ
ク
タ
丨
ル
以
上
層
で 

.は
三
万
四
千
マ
ル
ク
の
差
に
拡
大
し
た
の
.で
あ
る
。
.：五
六〜

五
.七
；̂
-度
に
.対
す
る
-六
四〜

六
五
年
度
.の
こ
の
差
を
拡
大
し
た
の
は
、活
動
資
本
中
、

戬
後
西
ド
ィ
ッ
農
業
^
告
の.

I
^
w 

-
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i
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一
四
三
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労働所得( マル > /别 S力)3)

1 ,043  
277 

9, 657 
7 ,352

新 規 投 資 450

表 20. Schleswig H o ls te in穀 物 一 根 菜 経 営 傅 記 結 來 （1965/66年）

経 営 規 投 階 層

農 用 地 面 锁

労 働 力 数 / lOOha
大 家 畜 数 / lOOha

20】讯 以 下

15, 9ha 
10,8 
135,1

20〜50ha 50〜 lOOha lOOha
43, 5̂ >1 67 ,5h<1 200ha

7,1 6,6 5,5
103,7 91,3 62,8

548 597 1,034
2,197 1,863 1,230

281 200 260
3,026 2,670 2, 524
, 2 0 4 188 241

860 668 402
259 211 128
70 54 57

181 157 148
266 245 325
267 287 282

2,107 1,523 1,301
44 • 47. 56

189 398 506
424 183 120
613 581 626

2,707 2,438 2,265 .
446 276 306
882 819 894,
319 232 259

12, 422 12,409 16, 254
9,380 9,470 12,418
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経
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戦
後
西
ド
イ
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農
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一
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て
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パ
六
ニ
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« 経 営 粗 収 益 一 (物 的 費 用 十 公 租 . 公 課 ）= 経 営 所 得

•2) 経 営 所 得 了 労 賃 = 純 益 又 ば 経 営 粗 収 益 一 経 営 费 = 純益

3) 経 営 所 得 一 資 本 利 子 = 労 働 射 得

4 ) 経 営 粗 収 益 一 比 較 経 営 费 （労 貨 を 農 外 比 較 賃 銀 に 換 箅 )

三
年
度
ま
で
に
は
、
 

純
益
に
お
い
て
一
〇 

.

.
へ

ク

タ

ー

ル

以

上

層
 

.

に
は
大
き
な
階
層
差 

は
現
わ
れ
て
い
な
い 

が
、
‘C
れ
以
降
に
お 

い
て
1
〇〜

ニ
o

へ 

ク
タ

I

ル
層
と 
一一0 

へ
ク
タ
ー
ル
以
上
層 

.と
の
差
が
歴
然
と
し 

て
く
る
。

こ
経
営
粗
収
益•

経 

営
費
の
階
層
的
差
が 

何
に
よ
つ
て
も
た
ら 

さ

れ

る

か

を

.
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特
に
農
用
連
物
と
流
動
资
本
の
増
加
で
あ
.つ
た
。
'機

械

.
家
畜
類
も
差
.を
拡
大
し
た
と
は
い
え
、
経
営
階
層
の
小
な
る
も
の
も
そ
れ
を
大
幅
に
増 

加
さ
せ
て
い
る
為
、
階
層
間
の
差
は
、
大
き
い
と
は
い
え
な
い
。
:'

⑵

一
へ
ク
タ
丨
ル
当
り
農
業
粗
I

と
経
営
費
で
は
、
両
者
と
も
、
経
営
規
模
が
犬
な
る
ほ
ど
少
な
い
が
，、
議
粗
収
益
の
伸
び
と
農
業
経 

営
費
の
伸
び
を
対
比
す
れ
ば
、
.
一
〇
へ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
で
は
、
後
者
が
や
や
小
で
あ
り
、

1
〇
へ
.ク
タ
ー
ル
以
下
層
で
は
後
者
が
大
で
あ
り
、
 

そ
の
結
果
、
そ
の
差
で
あ
る
純
益
蚊
、

一
〇

< 
ク
：タ
彳
ル
以
下
層
で
は
年
々
減
少
傾
尙
を
示
し
、

ー
0

へ
ク
タ
|

ル

以

上

_

で

は

增

加

を

み

せ



表 2 1 . —労働力当り経営所得および100へクタ-•ル当り労働力の年次別変化

(堆 位 マ ル ク ：人)

次

経営規 模 \
1956/57 =  100 抑ha以上=  100

1956/57 1958/59 1960/61 1962/63 1958/59 1960/61 1962/63 1956/57 1962/63
経 1 0 h a以下 3,348 4,125 4, 620 5, 296 123 % 148 % 158 % 64 56
営 10 〜 20 3, 609 4, 575 5, 455 6,358 126 154 175 69 67
所 20 〜 50 4,175 5,403 6,685 7, 828 139 160 187 80 83
得 \ 5 0 h a以上 5,182 6,550 7, 693 9, 424 136 148 181 100 % 100%

労： : 1 0 h a以下 24.2 23.2 22.3 19.9 95 92 82 200 234
働 ; g . 10 〜 20 19.2 17.9 16,5 14.8 93 86 77 158 174
力当へ 20 〜 50 13.7 12.4 11.1 9.9 90 81 72 113 116
数^5 50ね以上 12.1 11.1 10.1 8.5 91 83 70 100 100
資 料 表 1 9 に同じ。

..
 

ニ
*{八

(

5

三
&

て
4
る
敷
黎
簿
記
紘
果
の
ぅ
ち
"
西
ド
イ
ダ
農
業
経
営
組
織
と
し
て
普
遍
性
を
も
つ
穀
物 

I
根
葉
経
氪
の
例
に
よ
づ
て
示
せ
ば
、
.：経
営
粗
,
從
は
一
一
〇

へ
ク
タ
I

ル
以
下
層
で
は
畜 

産
物
収
入
が
圧
倒
的
に
高
く
、
経
営
規
模
が
大
に
な
る
に
従
い
そ
れ
が
減
少
し
、
特
に
一 

〇

〇
へ
.ク
タ
ー
ル
：以
上
層
で
は
そ
の
収
入
が
激
減
し
て
：い
る
か
に
対
し
、
土
地
生
産
物
、
 

就
中
穀
物
収
入
が
増
加
す
る
。
経
営
費
.で
は
、
先
ず
、'
粗

収

益

に

対

応

し

.
、

購

入

飼

料

へ
 

の
支
出
額
が
'
経
営
規
模
が
小
な
る
ほ
ど
大
き
く
、
^
、
.機
械
維
持
費
、\
家
畜
癘
入
費
も 

同
一
傾
向
を
と
る
こ
と
に
よ
マ
て
階
層
間
の
差
を
も
た
ら
し
；て
い
る
。
即
ち
、
ニ
◦

へ 

ク
タ
ー
ル
以
下
層
で
は
、
飼
料
を
購
入
し
て
畜
産
経
営
豸
⑺
べ
の
労
働
集
約
化
を
特
に
計 

り
所
得
の
増
如
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
.る
。

⑶

一
労
働
力
当
り
経
営
所
得(

経
営
粗
収
益
よ
り
物
財
费
お
よ
、び
経
営
に
対
す
る
公
租
•公 

課
を
差
引
い
た
も
の
で
あ
る
。

)

の
階
層
差
は
年
々
深
ま
り
、
.六
ニ〜

'六
三
年
度
に
は
、

一
〇 

へ
ク

タ

ー
ル
以
下
層
は
五
〇

へ
ク

タ

ー
ル
以
上
層
の
五
.六
％
、

一
 

〇〜

ニ
o

へ
ク
タ
ー
ル 

層
は
六
七
％
の
所
得
を
あ
げ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
.。

一
労
働
力
当
り
活
動
資
本
、
経
営
所 

得
の
差
の
拡
大
は
、労
働
力
数
お
よ
び
労
働
力
減
少
度
合
の
差
が
一
因
を
な
し
て
お
り
、五 

六〜

五
七
年
度
に
対
し
、
六
.ニ〜
六
三
年
度
の
一
〇
〇
へ
ク

タ

ー

ル当
り
労
働
力
の
減
少 

は
、
五
〇

へ
ク

タ

ー
ル
以
上
層
で
三
〇
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

一
〇

へ
ク

タ

ー
ル
以
下 

層
で
は
ー
.八
％
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
結
果
、
；
一
〇

へ
ク

タ

ー
ル
以
下
層
で
は
、五
〇

へ
ク

タ

ー
 

.
ル
以
上
層
の
ニ 

•
三
倍
の
労
働
力
を
保
有
す
る
.こ
と
に
な
る
。
こ
の
労
働
力
数
の
階
層
的

非農業の货銀格差農j表
差
異
は
、
年
次
を
追
っ
て
激
し
く
な
っ
て
い
る
。
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■
.

以
上
.の
如
く
、
経
営
農
用
地
規
模
が
資
本
お
よ
び
労
働
没
下
量
に
規
定
的
に
作
用
す
る
と
す
れ
ば
ハ
農
業
機

械

化

の

|

な

進

展

疆
文

、

冬 

面
機
械
化
技
術
体
系
を
体
系
と
し
て
採
り
入
れ
る
余
地
の
な
い
一一〇
ベ
ク

タ

丨
ル
以
下
層
の
一
労
働
力
当
り
活
動
資
本
量
を
相

対

的

に
低

丨

下

含

 

せ

S

へ
ク
タ
丨
ル
以
上
層
と
質
的
な
差
異
を
も
つ
に
い
た
る
◊
機
械
化
•
合
理
化
の
可
能
の
層
は
、
：.そ
れ
に
よ
っ
そ
、

雇

傭

及

び

家

族

労
動 

力
の
農
外
流
出
に
対
応
す
る
。
こ
の
過
程
は
、
社
会
的
に
必
要
な
最
低
資

產

の

上

界

、
即
ち

'一
九
五
六〜

五
七
年
度
、

一
労
働
力
当
り
平
均〗

動

資

本(

土
地
を
除
く) 

ニ
万
マ
ル
ク
よ
り
六
四〜

六
五
年
度
四
万
七
千
マ
ル
ク
へ
の
上
昇
に 

ほ
か
な
ら
な
い
。
機
械
化
•
合
理
化
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
上
昇
は
、
就
中
；
五
〇

へ
ク
タ 

丨
ル
以
上
層
に「

超
過
利
潤」

，.を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
内
部
に
お
け
る「

所
得 

格
差」

.を
拡
大
さ
せ
て
ゆ
く
.01.

労
働
力
当
り
の
経
営
所
得
の
階
層
的
差
の
開
き
は
、
そ
の 

表
現
に
ほ
.か
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、，
最
低
資
本
量
を
機
能
さ
せ
る
に
た
る
農
地
を
.取
得

す

る
こ 

.
と

は

、
所

得

格

差

を

縮

小

し

、
，
農

業

経

営

が

農

業

蜃

と

し

て

と

ど

ま

り

ぅ

る

前

提

条

件

で 

あ
る
。
.
 

.

ニ 

西
ド
ィ
ッ
農
業
の
.全

商

機

械

化

技

術

体

系

へ

.
移

行

し

つ

つ

あ

る

現

段

階

は

、

'
農

業

経

営

に
 

必
荽
な
最
低
資
本
量
-,
€
>
'飛
躍
的
上
昇
を
も
た
ら
し
、
そ
の
資
本
量
を
機
能
さ
せ
ぅ
る
農
用
地 

規

模

を

引

き

上

げ

ぐ

中

農

れ

：中

核

を

な

し

て

い

た

一

〇

，

一
一
〇

へ
：
ク
タ
，

ル
層
を
没
落
に
直 

面
I

、

1
部

を

雇
'#
労

働

に

依

存

し

て

い

た

ニ

〇

〜

五

〇

へ

ク

タ

—

ル
の
I

f

一
 

労 

働
カ
当
り
約
六
百
方
问
の
生
産
諸
手
段(

土
地
を
除
く)

；
を
以
て
装
備
し
た
機
械
化
中
農
に
転 

.化

し

、

五
〇

へ

ク

タ

丨

ル

以

上

層

を

資

本

制

機

械

化

経

営

.へ
と
再
編
し
て

ゆ
く
。
す

な

わ
b

• 

一
一
七(

一
四
彐
九

)

経 济 年 度
農 業 貨 銀
( 1 労働当り、
.、マルクノ

非農業賃銀

f l 労働当り、\マ ル クノ.
貨 銀  ̂

/ I 労锄当り、Vマルタノ

1 , 484 
1,140 
1,118 
1,327 
1,432 
2,274 
1,856 
1；488 
1,680

各 差

(%)
36
26
24
27
26
38
29
21
21

1956/57 
57/58 
58/59 
59/60 
60/61 
61/62 
62/63 

： 63/64 
64/65

2,684 
3, 278
3, 538 
3,621
4, 009
3, 701
4, 644 
5,493
5, 795

4,168
4,418
4, 656 
4,948 
5,441
5, 975
6, 500 
6, 981 
7,475

戦
後
西
ド
ィ
ツ
農
業
搆
造
の
ー
分
析



表 2 3 . 農用地規模別専•滟別経営体数（1965年)
ha0.5  〜 2 2 ~ 5 ha5~ 10 10 〜 20 ha20 〜 50 ha5 0 -1 0 0 ha 100〜 計

m 業 経 営  

第 一 次 . 兼 業  

第 二 次 兼 業  

計

13,100 
21,500 

358, 547 
393,147

11,407 
116, 993 
193,449 
321,849

94,640 
141,960 
55,796 

292,396

240.535 
42,447 

9,112 
292,094

135.002

135.002

14, 371

14,371
.

2.745

2.745

511,800 
322,900 
616,904 

1451,604
専 業 経 営 3 .3 3.5 32,4 82.4 100.0 100.0 100.0 35.3
第 一 次 兼 業 5.5 36.4 48.5 14.5 一 - —— 22.2
第 二 次 兼 業 91.2 6 0 .1 19.1 3.1 — — 42.5

計: 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
'資料 Griiner Bericht und Gruner plan 1967. S. 39 
注 1 ) 内 298,0 0 0 経営は販売収入1 ,0 0 0 マルク以下である。

.二

八(

一
四
四
〇

)

'

，農

用

地

規

模

別

経

営

階

層

の

自

作

地

‘
小
作
地
の
変
動
を
塞
礎
と
す
る
再
編
過
程
.は
、
か
か

る
内
容
を
以
て
進
行
し
て

い

る

と
い
え
よ
ぅ
。
こ
の
農
民
層
分
解
過
程
に
お
い
て
全
面
機
械

化
体
系
確
立
余
地
の
少
な
い
中
農
層
を
中
心
と
す
る
機
械
の
共
同
利
用
と
、
作
業
請
負
の
種

S

4)

.

々
，の
形
態
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
が
、「

そ
れ
は
、
特
に
大
経
営
に
、
自
己
の
：機
械
化
の
過
渡

) 

(

住 

5

)

的

段

階

,^
利
用
さ
せ
る
可
能
性
を
与
え
る」

も
の
で
あ
る
。

農
業
の
全
面
機
械
化
段
階
べ
.
の

移

行

に

よ

，
っ
，

h:
も

、
独

占

資

本

主

義

.の
高
度
に
発
達
し
た 

戦
後
西
ド
ィ
ッ
に
お
い
て
は
、
.農
業
内
部
の
資
本
蓄
積
運
動
の
自
律
的
展
開
は
制
約
さ
れ 

る
。
そ
れ
：は
総
体
と
し
て
、
農
業
の
急
速
な
機
械
化
、
活
動
資
本
の
増
加
に
も
拘
ら
ず
、
農 

H
.

間
所
得
格
差
の
顕
著
な
縮
小
は
も
た
ら
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
に
示
さ
れ
よ
ぅ
。
非
農
業 

の
、
農
業
に
相
当
す
る
各
職
種
の
賃
銀
を
基
；礎
に
決
定
さ
れ
る
比
較
賃
銀
と
農
業
労
賃
と
の 

格
差
は
、

一
九
六
四〜

六
主
年
に
お
い
て
、
ニo

へ
ク
ター

ル
以
下
層
、
.
一
一
九
％

、

ニ

〇

〜

 

五
〇
へ
ク
タ
ー
ル.層
、
ニ
〇
％
低
く
、
.
五
〇

へ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
は
六
％

高

く

.な
っ
て
い
る 

が
、
天
候
不
良
で
.あ
っ
た
六
五〜

六
六
年
は
、
各
々
、
三
七
％
、
三
.
一
，
一
％

、

一

九

％

と

格

差
 

.かj

増
大
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
か

か

る

差

は

、
経
営
粗
収
益
と
比
較
費
用
を
対
比
し
た
場
合

に

お

い

て

六

五

〜

六

六

年

に

は

一
ー
〇
へ
ク
タ
ー
ル
以
下
層
は
勿
論
、

五
〇

：へ
ク
タ
ー
ル
以
上

.

.

.

.
層
に
お
い
て
も
，
黒
字
の
も
の
は
、
，
わ
ず
か
：で
あ
'っ
て
、
調
査
経
営
体
.の
総
農
用
地
面
積
の

‘ 

(

注 

6
}

七

•

七
％
が
黒
字
で
あ
っ
.た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
か
：か
る
格
差
の
.も
と
に
あ
っ
て
は
、

一
.応

「

簿
記
結
果」

に
示
さ
れ
る「

純
益」

も
全
体
と
し
て
は
消
滅
す
る
と
す
れ
ば
、
利
子

と
地
代*

地
価
は
自
家
券
働
力
と
雇
傭
労
§

 
一
 

S

切

ゥ

下

げ

に

お

い

て

、
支

孤

わ

れ

ざ

る

を

得

て

必

要

資

本

の

最

低

量

.里

し

な

い

経

営
 

に
と
っ
て
は
ま
さ
に
そ
れ
は
高
地
価
•
高
地
代
に
ほ
か
な
ら
ず
、
か
か
る
高
地
価
■•高
地
代
、が
、
必
要
資
本
の
最
低
量
に
.達
す
る
こ
と
を
志
向 

す
る
経
営
の
襲
拡
大
に
阻
止
的
に
作
用
し
、
か
か
る
経
営
の
解
体
を
導
い
て
い
る
め
で
あ
る
。

一
〇〜

ニ
〇
へ
ク
タ
丨
ル
層
の
_
少
莉
向
の
顕 

在
化
、
兼
業
化
は
ま
さ
に
そ
れ
を
示
す
も
の
と
い
え
ょ
ぅ
。

(

注
1)

.「

総
経
済
へ
の
農
業
の
編
入
過
程
に
お
い
て
明
白
な
こ
と
は
、
畜
力
牽
引
力
の
代
替
、
即
ち
、
議
経
営
自
身
が
盡
し
て
い
た
畜
力
の
工
業
的
！

産 

さ
れ
た
牽
引
カ
へ
の
代
替
で
あ
る
ご 
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